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　移住定住・交流センターの管理運営、空き
家実態調査の実施、利活用できる空き家の確
保、移住相談会（オンライン形式）への参加
等により移住定住促進に取り組んだ。

1523万円

主 な
事 業

企画政策課（ふるさと創生課）企画政策課（ふるさと創生課）

新型コロナウイルスワクチン
接種事業

　新型コロナウイルス感染予防や重症化を防ぐ
ことを目的に、国の指導のもと都道府県の協力
により市町村において新型コロナウイルスワクチ
ン接種を実施した。

3894万円
保健センター保健センター

　町道の維持管理（補修、除雪、消融雪ほか）を行い、地域住民の交通の安全を図る。

道路維持費
1億1094万円

地域整備課地域整備課

移住定住促進事業
一般会計（歳出）
39億7038万円

依存財源（歳入）
35億0937万円（83.2%）

自主財源（歳入）
7億0765万円（16.8%）

移住体験ツアー移住体験ツアー

コロナワクチン接種コロナワクチン接種消雪施設消雪施設
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主 な
事 業

目的
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止策及びポストコロナに向けた経済対応として、地方公共団体
が地域の実情に応じてきめ細やかに効果的・効率的で必要な事業を実施できるよう、事業に要する費
用に対し、国が交付するもの。

内訳
災害対策事業費　851万円
保健衛生総務費・定期予防接種　304万円
農業振興費　690万円
若桜学園管理費　547万円
その他事業　4986万円
賦課徴収費　466万円
庁舎等財産管理　881万円　

特別会計

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

8725万円

令和３年度令和３年度
決算決算

(令和４年９月12日～29日）
９ 月 定 例 会

ジェットヒータージェットヒーター 発電機発電機

総務課総務課

歳入額 歳出額
国民健康保険事業 4億5736万円 4億3648万円
介護保険事業 6億5782万円 6億0715万円
後期高齢者医療 5631万円 5630万円
簡易水道事業 1億0955万円 1億0955万円
公共下水事業 1億7052万円 1億7052万円
農業集落排水事業 6187万円 6187万円
赤松団地造成事業 56万円 56万円
財産区造林事業 289万円 289万円
策道事業 5145万円 4054万円
住宅新築資金等貸付事業 59万円 59万円

災害対策備品災害対策備品
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主
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意
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計

決
算
審
査
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会

令
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決
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定

令
和
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定

  

委
員
長
山
本
安
雄　

副
委
員
長
川
上　

守

決算審査特別委員会

区　　　　分
数　　　　　　値

令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末
経常収支比率 88.5％ 88.2％ 84.2％
実質公債費比率（単年度値） 6.9％ 6.5％ 8.3％
実質公債費比率（３年間の平均値） 6.8％ 6.8％ 7.2％
地方債残高 56億4399万円 59億3168万円 59億7260万円

内　
　
　
　

訳

一般会計 37億9986万円 40億6804万円 41億9613万円
簡易水道事業 5億8515万円 6億7355万円 6億6183万円
公共下水道事業 6億4969万円 6億0898万円 5億6756万円
農業集落排水事業 4億5570万円 4億1289万円 3億6921万円
赤松団地造成事業 553万円 514万円 475万円
索道事業会計 1億4806万円 1億6309万円 1億7313万円

基　金　残　高 22億2005万円 22億2130万円 25億0907万円
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財政関係指標等

わかさ議会だより　No180　令和４年11月

4



　令和４年７月27日、28日、29日、８月３日、４日、５日、９日、10日、17日、18日、19日
の11日間、令和３年度各会計歳入歳出決算書、事項別明細書及び実質収支に関する調書の計
数と歳入歳出整理簿等関係証書類を照合した結果、すべての重要な点において適正に表示され
ているものと認めた。また、基金における残高は、預け入れ金融機関の預貯金残高等と符合し
ており、適正であると認めた。

（１）財政運営の指標について
　�　経常収支比率は84.2%で、前年度88.2%から4.0
ポイント改善している。
　�　今後とも限られた財源の有効活用に努め、経
常経費の抑制や既存事業の見直しを図るなど、
これまで以上に簡素で効率的な行財政運営を意
識され、指標となる70%台に向けた改善努力を
望む。

（２）財産に関する調書について
　　備品の現物確認は、備品台帳における廃棄漏
れや登録漏れを発見、是正する意味でも必須で
ある。備品台帳と現物のチェックを確実に行わ
れたい。

（３）�施設の老朽化対策と財産（土地・建物）の活
用について

　�　令和３年３月に若桜町公共施設個別施設計画
が策定されたが、その計画に基づき施設の適正
管理に努めて頂きたい。

（４）各種税と使用料等について
　　町民税については、現年分及び滞納繰越分を
含めても99.4％で、県内でもトップクラスであ
り評価できる。
　　引き続き滞納処分の強化を図り、滞納額の減
少と徴収率の向上に向けて努力されたい。
　　「新たな滞納者を出さない」という強い姿勢で
の効率的で積極的な未収金回収対策の取り組み
が必要である。
　　住宅新築資金等貸付金の債務者別回収計画に
沿った取り組みと、滞納額の減少に向けた取り
組みを引き続き実施されたい。

（５）不納欠損について
　　介護保険事業会計雑入で、多額の不納欠損が
発生した。これは、滞納者である介護事業者の
不正によるもので、今後、係る事案を防ぐ方策
について、東部１市４町で勉強会等実施して頂
きたい。

（６）地籍調査事業の推進について
　　人口減少や高齢化が進んでおり、立会が更に
困難になるため、早急に対応願いたい。

監査委員　谷口　秀昭　　　監査委員　梶原　明
決 算 審査意見（要約）

　令和３年度一般会計の決算額は、歳入42億1701万
円、歳出39億7038万円、差引残額２億4663万円で、
繰越財源を控除した実質収支は２億2417万円の黒字
決算となっている。今後、地方債残高の増加による
元利償還金が増加する一方、人口減少が進むことに
より基準財政需要額算定で交付税が減少することが
予想され、大型事業が増加すると、この比率も一気
に上昇する恐れがある。併せて、老朽化しているイ
ンフラの更新は必要に迫られており、基金の裏付け
があるにしても財政的には余裕があるとは言い難い。
事業実施するにあたり、不測の事態があり、繰越さ
ざるを得ない案件と思われるが、今後予算計上につ
いて十分検討願いたい。決算審査で各課等より提出
された資料の課題については、今後早急に検討され、
合理的かつ効果的な行政運営が行われるよう期待し
ている。

ま とめ

留 意、検討事項
（７）若桜鉄道対策事業について
　　今後は、計画的な維持管理に努め、車両活用
を検討して頂きたい。

（８）ふるさと納税推進事業について
　　返礼品の表示方法などを改善し、より多くの
人に若桜町ふるさと納税をＰＲして頂きたい。

（９）地域情報通信基盤施設について
　　次期端末導入について現在検討中とのこと。
住民の安全確保に支障が生じることがないよう
に、次期端末には多額の予算措置が必要であり、
更に便利な機能を付帯した端末及び通信回線を
含めて検討願いたい。

（10）基金の運用について
　　若桜町公金の管理及び運用に関する要綱に基
づき、国債等リスクの少ない安全な債券運用を
検討されたい。

（11）内部統制制度への早期取り組みについて
　　令和４年７月29日若桜町行政事務効率化検討
委員会を設置し「業務の効率的かつ効果的な遂
行」について今後検討されるとのことだが、住
民への行政サービスの充実を図る上で、ミスを
なくし適切かつ効率的な事務処理ができる体制
を是非ともお願いしたい。

監査委員
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９９９０９９９０万円万円
増額増額

総額総額
4040 億億44304430万円万円

令和４年度令和４年度
一般会計補正一般会計補正
予算（第３号）予算（第３号）

４回目接種費について、繰越明許予算で執行中で
あるが、その不足分を追加し今秋以降に予定して
いる「オミクロン株対応ワクチン」接種に係る費
用に併せて計上するもの� 1349万円

町内の製材所において、製材に係る生産性向
上、良品質材の生産及び安定供給体制構築に
向けた施設の整備を目的に、製材機械の導入
支援を行うもの� 　250万円

新型コロナウイルス対策事業
補正前  301万円

若桜材需要拡大推進事業
補正前  4220万円

補正後  4470万円

接種会場接種会場

  第４回  ９月定例会第４回  ９月定例会
令和４年9月  12日～ 9月29日

補正項目は一部の掲載となっています
補正後  1650万円

県支援制度を活用し認定農業者が作成する、営農計画の達成のために、行う取り組みに必要な経費支援するもの� 1420万円

農業振興費
補正前  704万円

トラクタートラクター

補正後  2124万円

経済産業課経済産業課

福祉保健課福祉保健課

経済産業課経済産業課

カットソー（イメージ）カットソー（イメージ）
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主な事業主な事業   第４回  ９月定例会第４回  ９月定例会
第４回

令和４年9月  12日～ 9月29日

池田地区の活性化や課題解決等に向けた取り組
みを行う団体等に補助を行うもの� 190万円

一般企画費
補正前  580万円

若桜町公民館　池田分館若桜町公民館　池田分館

補正後  770万円

新型コロナウイルス対策事業への財源更正のた
め

の補正を行うもの� △289万円

予備費
補正前  5416万円

改修される桜づつみ公園のトイレ改修される桜づつみ公園のトイレ

補正後  5127万円

わかさこども園の屋根の改修及びワイヤレスアン
プの購入により、教育・保育環境の質の向上を図
るもの� 47万円

わかさこども園
補正前  5454万円

破損した屋根破損した屋根

補正後  5501万円

企画政策課企画政策課

総務課総務課

町民課町民課

わかさ議会だより　No180　令和４年11月

7



氏　　　　名
谷
口
　
貴

森
田
二
郎

梶
原
　
明

山
本
安
雄

前
住
孝
行

山
本
晴
隆

川
上
　
守

中
尾
理
明

小
林
　
誠

山
根
政
彦

結
　
　
果

令和３年度若桜町一般会計歳入歳出決算の認
定　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 議 認定
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森
田
二
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原
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山
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結
　
　
果

安倍元首相の国葬中止を求める決議 × 〇 × 〇 〇 × × 〇 × 議 否決

討論討論 賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案

決算

 原案反対　中尾理明
　解放同盟高野支部補助金は、根拠となる地域改善
特別法が失効しており、認められない。差別はあっ
てはならないが、それは啓発で正すべきである。

議員提出議案

 原案賛成　川上　守
　決算審査特別委員会において、教育長が法律をも
とに事業推進の必要性を説明された。現行法に乗っ
取った事業の推進であることを理解すべきだ。

第4回9月議会定例会 9月12日～ 29日 「〇」賛成、「×」反対
「議」議長（採決は議長を除く）

 原案反対　谷口　貴
　国葬において、若桜町民の権利を侵害する内容を
含んでいたのでしょうか？一時の感情でこの町、ひ
いては町民の不利益になる事は避けたい。

 原案賛成　中尾理明
　国葬の根拠は定められていない。また、安倍氏の
みを特別扱いにするのは、憲法14条「法の下の平等」
に反し、弔意と敬意を国全体で表すことは、国民へ
の弔意の強制であり、憲法19条「思想及び良心の
自由」に反する。

 原案賛成　中尾理明
　国葬の根拠は定められていない。また、安倍氏の
みを特別扱いにするのは、憲法14条「法の下の平等」
に反し、弔意と敬意を国全体で表すことは、国民へ
の弔意の強制であり、憲法19条「思想及び良心の
自由」に反する。

 原案賛成　前住孝行
　8月7日の街頭演説中に起きた襲撃という蛮行は、
許されない。しかしながら、国葬については、国会
審議も経ず、閣議決定され実施された。根拠の明確
化と検証をしっかりして、国民に丁寧な説明で理解
を得ることを期待して賛成。

 原案賛成　山本安雄
　国葬中止の意見は、定例会開催日近づく中、日々
増えている。議会、議員は民意に答えるものであり、
定例会初日の提出となった。また、「外交に効果が
ある。」と期待する声があるが、いろんな角度から
検証していただきたい。

 原案反対　川上　守
　決議は、若桜町議会の意思を表明するもの。若桜
町議会の意思を対外的に表明するために議決するも
のである。議会として議論し、統一した見解として
出されるべき議案だと強く感じた。

 原案反対　梶原　明
　若桜町議会として重大な案件は、思いつきのよう
に発議され審議する内容のものではなく、議会のし
かるべき会において発案され審議されたうえで本会
議においてはかられるべき案件であると考えるた
め、原案に対し反対します。

 原案反対　山本晴隆
　日本政府に反対意見をして、国会要望で過疎対策
事業債、辺地対策事業債増額等のお願いは出来ない。
財源に乏しい町の議員として町長を先頭に財源確保
が必要と考え、反対します。

わかさ議会だより　No180　令和４年11月
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審議結果一目でわかる
第4回9月議会定例会 ９月12日～ 29日

処
分
専
決

若桜町環境審議会設置条例の一部改正
承認

機構改革に伴う課名変更に伴い、所要の改正を行うもの。

決
　
　
　
　
　
算

令和３年度若桜町一般会計歳入歳出決算の認定

認定

令和３年度若桜町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町赤松団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町財産区造林事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町索道事業特別会計歳入歳出決算の認定

令和３年度若桜町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定

補
　
正
　
予
　
算

令和4年度若桜町一般会計補正予算（第3号）
可決

9990万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、40億4430万円とした。

令和4年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
可決

1978万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、４億5121万円とした。

令和4年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
可決

3186万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、７億3385万円とした。

令和4年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）
可決

1098万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、４億7950万円とした。

令和4年度若桜町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
可決

113万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、１億5359万円とした。

令和4年度若桜町赤松団地造成事業特別会計補正予算（第1号）
可決

２千円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、56万円とした。

令和4年度若桜町索道事業特別会計補正予算（第1号）
可決

1356万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ、5541万円とした。

条
　
例

職員の育児休業等に関する条例の一部改正
可決

育児休業の取得回数制限の緩和等のため、所要の改正を行うもの。

若桜町精米施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
可決

町内利用に支障のない範囲で、町外者の乾燥機利用を可能とするための条例の一部を改正するもの。

そ
の
他

若桜町教育委員会教育長の任命について
同意

若桜町教育委員会教育長に、引き続き、新川哲也さんを任命するもの。

陳
情

町道屋堂羅線の維持・管理補修に関する陳情書 委員会審査結果
採択 採択

災害復旧に係る負担軽減措置に関する陳情 委員会審査結果
採択 採択

出
議
案

議
員
提

安倍元首相の国葬中止を求める決議 否決

わかさ議会だより　No180　令和４年11月
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Q　

今
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
、
均
等
割

は
対
前
年
度
比
４
９
５
６

円
の
引
上
げ
、
所
得
割
率

は
対
前
年
度
比
１
・
03
％

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
納

付
困
難
な
方
の
こ
と
を
懸

念
し
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

A　
（
町
長
）
２
０
２
２

年
は
、
団
塊
世
代
の
先
頭

集
団
が
75
歳
と
な
り
、
後

期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を

す
る
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
の
結
果
、

令
和
４
、
５
年
度
の
引
上

げ
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

低
所
得
の
方
に
は
、
所

得
に
応
じ
７
・
5
・
2
割

軽
減
が
あ
り
ま
す
。

な
柱
で
あ
り
、
重
要
な
課

題
で
す
。
国
で
は
、
二
酸

化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
に

向
け
、
省
エ
ネ
推
進
、
再

エ
ネ
活
用
な
ど
様
々
取
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の

現
状
の
把
握
、
重
要
な
事

業
や
取
組
を
検
討
す
る
た

め
、
企
画
政
策
課
が
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

検
討
を
進
め
た
上
で
、
宣

言
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

八
東
川
支
流
の
谷
川
、

水
路
の
高
低
差
を
利
用
し

た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
小
水
力
発
電
の
有
用

性
が
言
わ
れ
、
こ
の
間
、

研
究
者
を
介
し
た
取
組
み

等
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
昭
和
27
年

度
、
鳥
取
大
学
に
委
託
し
、

氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
道
路
照

明
等
無
停
電
化
推
進
事
業

調
査
を
実
施
し
、
平
成
29

年
度
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
検
討
・
推
進
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
運
営

業
務
を
株
式
会
社
「
市
民

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
っ
と
り
」

に
委
託
し
、
多
様
な
規
模

の
小
水
力
発
電
の
適
地
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
は
糸
白
見

水
力
発
電
事
業
計
画
実
行

委
員
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共

同
で
取
組
み
が
開
始
さ
れ
、

令
和
２
年
か
ら
4
年
度
ま

で
各
種
調
査
・
電
力
会
社

接
続
検
討
等
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
に
は
小

水
力
発
電
に
関
す
る
補
助

金
制
度
を
創
設
し
、
今
後
、

活
動
を
行
う
集
落
や
団
体

に
対
し
、
継
続
的
に
協
力
、

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

命と暮らしを
支える施策

世
代
間
の
公
平
性

等
注
視
し
て
い
く

後
期
高
齢
者
窓
口
2

割
負
担
に
つ
い
て
は

Q　

本
年
１
月
、
県
は
鳥

取
県
気
候
非
常
事
態
宣
言

を
表
明
し
、
日
南
町
な
ど

７
市
町
が
、
２
０
５
０
年

二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
を

表
明
し
て
い
ま
す
。
若
桜

町
も
表
明
を
急
ぎ
、
目
標

と
計
画
を
策
定
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A　
（
町
長
）
脱
炭
素
社

会
の
実
現
は
、
本
町
で
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
の
大
き

脱炭素社会へ向けた施策

活
動
を
行
う
集
落
・
団
体
に
継
続

的
に
協
力
・
支
援
し
て
い
く
。

小
水
力
発
電
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
か

中尾　理明

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 （P10）

川上　　守 （P11）

山本　安雄 （P12）

前住　孝行 （P13）

質 

問 

者
　９月議会定例会の一般質問は、９月13日に行われ、４人
の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁は、質問を行った議員が要約して
掲載しています。

Q　

10
月
か
ら
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
で
１
人
世

帯
年
収
２
０
０
万
円
以
上
、

ま
た
は
、
１
世
帯
２
人
以

上
の
場
合
、
年
収
３
２
０

万
円
以
上
の
対
象
者
は
窓

口
負
担
が
１
割
か
ら
２
割

へ
と
増
え
ま
す
。
近
い
将

来
に
は
、
全
て
の
方
が
２

割
負
担
と
懸
念
し
ま
す
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
医
療
保
険

制
度
に
お
け
る
給
付
は
、

現
役
世
代
の
負
担
上
昇
を

抑
え
な
が
ら
、
全
世
代
が

安
心
で
き
る
社
会
保
障
制

度
構
築
が
大
切
で
す
。
後

期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
割

合
に
つ
い
て
は
、
世
代
間

の
公
平
性
等
今
後
の
議
論

を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

２割負担についての説明
10
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A　
（
町
長
）
止
ま
っ
て

い
た
造
成
計
画
を
再
開
さ

せ
、
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
、
宅
地
と
し
て
分
譲

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
若
桜
町
住
宅
支
援

補
助
金
と
宅
地
分
譲
の
相

乗
効
果
で
、
移
住
・
定
住

人
口
の
確
保
対
策
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
境

界
不
明
箇
所
が
多
い
の
が
、

気
掛
か
り
だ
。」ま
た
、「
森

林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林

道
や
作
業
道
な
ど
の
基
盤

整
備
に
も
使
っ
て
ほ
し

い
。」
と
言
っ
た
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
５
月
４

日
に
、
八
頭
中
央
森
林
組

合
の
組
合
長
か
ら
も
要
望

と
い
う
形
で
意
見
を
伺
い

ま
し
た
。

Q　

今
年
３
月
の
定
例
会

の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

「
林
家
（
り
ん
か
）
の
所

得
向
上
と
雇
用
の
創
出
」

に
つ
い
て
考
え
方
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
の
答
弁
の
中

で
、「
林
業
関
係
者
や
森

林
所
有
者
な
ど
の
意
見
を

聞
き
、
具
体
的
な
取
組
を

検
討
す
る
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
の
後
、
協
議
等

は
、
な
さ
れ
た
の
か
伺
い

ま
す
。

A　
（
町
長
）
７
月
15
日

に
、
若
桜
町
林
業
研
究
会

の
会
長
、
他
８
名
の
方
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
林
道
や
作
業
道
な
ど

の
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い

る
、
間
伐
材
搬
出
促
進
事

業
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

森
林
所
有
者
に
所
得
を
還

元
で
き
る
よ
う
に
補
助
要

件
や
単
価
等
を
見
直
し
て

ほ
し
い
。」「
山
林
へ
の
地

籍
調
査
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

Q　

新
町
造
成
地
は
、
赤

松
団
地
造
成
地
完
売
後
の

新
た
な
造
成
地
と
し
て
、

整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

周
辺
で
は
、「
若
桜
さ
く

ら
の
郷
」
の
建
設
も
進
ん

で
お
り
、
隣
接
す
る
造
成

地
の
利
用
に
つ
い
て
、
常

任
委
員
会
で
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
改
め
て
、
新

町
造
成
地
の
考
え
方
を
伺

い
ま
す
。

新町造成地

早
い
時
期
に
宅
地
と
し
て
分

譲
し
た
い

造
成
地
の
利
用
は

川上　守

Q　

若
桜
鉄
道
の
状
況
と

今
後
の
方
針
を
常
任
委
員

会
の
中
で
、
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
の
、
維
持

存
続
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、

思
い
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
観
光
で
の

誘
客
に
活
路
を
見
い
だ
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
の

収
束
と
と
も
に
、
旅
行
需

要
は
必
ず
戻
っ
て
き
ま
す
。

加
え
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
で
は
、
八
頭
町
・
若
桜

町
の
豊
か
な
自
然
環
境
、

歴
史
風
土
や
生
活
文
化
の

す
ば
ら
し
さ
が
、
都
会
の

方
や
外
国
の
方
に
、
評
価

さ
れ
る
と
き
が
必
ず
く
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
て
、
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

一般質問Ｑ Ａ

若桜鉄道

観
光
で
の
誘
客

で 存
続
へ
の
取
り

組
み
は

新町造成地

若桜駅
11
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合
員
や
従
業
員
を
増
や
す

と
こ
ろ
に
関
与
は
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

事
業
者
が
、
安
定
し

た
経
営
を
維
持
し
、
町
民

が
安
定
的
に
雇
用
さ
れ
る

こ
と
は
、
町
全
体
の
消
費

喚
起
や
活
性
化
に
欠
か
せ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
地
域

内
循
環
だ
と
考
え
ま
す
。

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

Q　

事
業
に
必
要
な
時
期

に
必
要
な
人
が
派
遣
さ
れ

る
の
か
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
全
員
が
、（
有
）

若
桜
農
林
振
興
に
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

の
１
つ
と
し
て
、
組
合
員

の
求
め
る
人
材
の
需
要
と

そ
れ
に
対
す
る
従
業
員
の

雇
用
に
よ
る
人
材
の
供
給
、

こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
、
う

ま
く
で
き
て
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q　

補
助
事
業
者
と
し
て
、

ど
こ
ま
で
指
導
監
督
が
で

き
る
の
か
町
長
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
町
は
、
補
助

金
を
国
と
一
緒
に
支
援
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
組

一　般　質　問 Ａ
Q　

現
在
の
特
定
地
域
づ

く
り
組
合
員
数
、
雇
用
人

数
及
び
従
事
し
て
い
る
職

種
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
組
合
員
は

（
有
）若
桜
農
林
振
興
、（
一

財
）若
桜
町
観
光
開
発
事

業
団
、
八
頭
中
央
森
林
組

合
、
観
光
タ
ク
シ
ー（
有
）、

安
泰
ニ
ッ
ト（
株
）、
吾
妻

商
事（
有
）の
６
社
で
す
。

雇
用
の
人
数
は
４
名
で
す
。

特定地域づくり

マ
ッ
チ
ン
グ
が
課
題
と
考
え
る

組
合
員
と
雇
用
人
数
の
バ
ラ

ン
ス
は

山本　安雄

A
（
町
長
）
町
内
の
消
費

を
喚
起
し
、
町
内
経
済
を

回
し
、
町
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
支
援
策
や
経
済

対
策
を
総
合
的
に
講
じ
て

い
く
こ
と
が
、
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

人
口
減
少
対
策
、
担

い
手
確
保
の
た
め
通
年
雇

用
し
て
い
る
事
業
者
に
、

若
桜
町
独
自
の
助
成
制
度

を
検
討
し
て
は
と
思
い
ま

す
。
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
今
は
、
雇
用

調
整
助
成
金
や
持
続
化
給

付
金
が
あ
り
ま
す
。
町
独

自
の
助
成
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

Q　

若
桜
町
集
落
担
当
職

員
設
置
要
綱
に
よ
る
活
動

に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

事業者支援

考
え
て
い
な
い

地
域
内
循
環
の
た
め
通
年

雇
用
事
業
者
に
支
援
を

A
（
町
長
）
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
積
極
的
に
住
民

に
寄
り
添
い
、
耳
を
傾
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Q　

池
田
小
学
校
区
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
に
計

画
さ
れ
た
若
桜
版
集
落
支

援
員
制
度
は
実
施
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
再
検
討
し

て
は
と
思
い
ま
す
。
所
見

を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
集
落
支
援
員

の
設
置
も
含
め
て
、
地
域

の
課
題
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
、

地
域
づ
く
り
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
池
田
地
区
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特定地域づくり図
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Q　

韓
国
平
昌
郡（
ピ
ョ
ン

チ
ャ
ン
）郡
と
の
交
流
、台

湾
横
山
郷（
ホ
ン
シ
ャ
ン
）

と
の
交
流
に
つ
い
て
、今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る

の
か
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
韓
国
と
の
交

流
は
、
引
き
続
き
国
際
情

勢
を
注
視
し
つ
つ
、ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
も
踏
ま
え
、

交
流
再
開
の
可
能
性
を
探

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
台
湾
と
の
交
流

は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

向
け
て
具
体
的
な
取
組
や

交
流
内
容
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
協
議
調
整
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

横
山
郷（
ホ
ン
シ
ャ
ン
）

と
の
協
定
に
つ
い
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
お

り
、
一
度
も
会
っ
て
い
な

Q　

こ
れ
ま
で
若
桜
宿
内

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
一
般
質
問
で
、
若
桜
宿

の
電
線
埋
設
に
つ
い
て
町

長
の
所
見
を
伺
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
若
桜
宿
内
の

無
電
柱
化
に
つ
い
て
、
今

後
、
重※

伝
建
地
区
内
の
無

電
柱
化
を
検
討
し
て
み
て

は
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

歴
史
あ
る
重※

伝
建
地
区

の
町
並
み
の
保
存
を
図
る

と
と
も
に
、
今
後
は
、
観

光
面
で
の
活
用
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
景
観
形
成
面
で
も
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
で

も
無
電
柱
化
は
重
要
な
施

策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
管
理
者
で
あ
る
県

と
の
協
議
、
電
力
会
社
や

通
信
会
社
と
の
協
議
、
さ

ら
に
、
住
民
と
の
合
意
形

成
な
ど
の
ハ
ー
ド
ル
、
何

よ
り
事
業
費
が
か
な
り
高

額
に
な
る
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
無
電
柱
化
の

手
法
と
し
て
は
、
ケ
ー
ブ

ル
の
地
下
埋
設
以
外
に
、

よ
り
安
価
な
軒
下
配
線
、

（
民
家
の
軒
先
を
這
わ
せ

る
手
法
）
も
あ
り
ま
す
。

整
備
手
法
や
、
諸
々
の
手

続
き
、
コ
ス
ト
、
関
係
機

関
と
の
役
割
分
担
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
様
々
な
課

題
を
整
理
共
有
し
、
若
桜

宿
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
の

在
り
方
を
考
え
る
た
め
に
、

ま
ず
は
、
関
係
機
関
と
勉

強
会
な
ど
を
始
め
て
み
て

は
と
考
え
て
い
ま
す
。

若桜宿内の景観整備

関
係
機
関
と
課
題
を
整
理
共

有
し
、
勉
強
会
を
始
め
た
い

電
線
埋
設
を
進
め
て
は

一　般　質　問Ｑ

前住　孝行

い
の
で
、
一
度
訪
問
し
、

関
係
性
を
深
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　

若
桜
学
園
で
、
東
京

や
関
西
な
ど
へ
修
学
旅
行

に
行
け
な
か
っ
た
児
童
生

徒
世
代
に
対
し
、
成
人
式

に
代
わ
る
「
二
十
歳
の
集

い
（
仮
称
）」
で
、
韓
国

や
台
湾
の
研
修
旅
行
を
計

画
し
て
は
と
考
え
ま
す
が
、

教
育
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。

A
（
教
育
長
）「
二
十
歳

の
集
い
」
を
研
修
旅
行
と

す
る
こ
と
は
、
こ
の
集
い

の
目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
と
考
え
ま
す
。
海
外
の

研
修
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

※
重
伝
建
地
区
と
は

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区

国際交流事業

交
流
に
向
け
、
関

係
性
を
深
め
た
い

韓
国
・
台
湾
と

の
交
流
は

無電柱化されている若狭町熊川宿の街並み（2015年8月）
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

８月22日　月曜日

７月13日　水曜日　つづき
6月～9月　主な協議事項

■執行部からの報告･協議事項
○教育委員会事務局
　「八幡広場の利用状況について」
　 設明内容 　・各施設利用者数等の説明を受けた。

　 主な意見 　・年間パスポートの購入者を増やすために何か対策はされているのか。

　 回答 　パスポートの販売金額の見直しを考えてみたい。

○企画政策課
　「若桜鉄道の現状と今後の方針について」
　 設明内容 　・�安全運行はしていくが、将来の運行については、観光や地元の資源の掘り起こし、

地域で残す（マイレール）地元の利用者の開拓をしていく。

　 主な意見 　・前社長と経営方針は変わるのか。

　 回答 　特に観光面に力を入れていきたいと考えている。

　 主な意見 　・�行き違い路線に伴い増便し経費は増加した。人を呼び増収する仕掛けは考えている

のか。

　 回答 　�計画・空家の利活用等は企画政策課で、措置・除却等は町民課が担当する。

　 主な意見 　・いつ頃を目標に実施するのか。

　 回答 　�ゼンリンが調べた特定物件38件の順番を同時に行うのか協議して詰めなければならない。
所有者の特定などに日数がかかるが、８月盆前までに計画を作りたい。

　 主な意見 　・特定物件は、公表するのか。

　 回答 　�公表は、考えていないが、特定物件になれば、行政指導が始まる。
○地域整備課
　「町営住宅の払下げについて」
　 設明内容 　�・�払い下げを希望される住民があるため、現居住者を対

象に払い下げを検討して、９月補正で経費を計上する。
　 主な意見 　・払下げを希望しない場合はどうなるのか。

　 回答 　そのまま賃貸で居住する。

　 報　告 　「高速バス若桜経由便について」

　　　　　　 ・�日交高速バス若桜経由便について、６月24日（金）日交の社長へ要望に行き、若桜
経由便については、今後検討すると回答を受けた。

P17へつづく

町営住宅
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）
　　第４回　　４月19日　水曜日６月21日　火曜日

　　第４回　　４月19日　水曜日７月13日　水曜日

■執行部からの報告・協議事項
○にぎわい創出課
　「氷ノ山グラウンド整備計画について」
　 設明内容 �　・�設計の起工は令和４年度６月末までに入札予定。令和５年夏までに使用できるよう

に考えている。
　 主な意見 　・�国道482号線トンネル工事以降、𣇃米集落にグラウン

ド関係の説明がなされていないので早急にお願いした
い。

　 回答 　なるべく早く説明します。
　 主な意見 　・土を入れる工事なので、時期をよく検討して頂きたい。

　 回答 　�令和４年度中に補正を組み、繰越して夏までに完成させた
い。

　○所管施設調査　旧戸倉トンネルの視察を行った。

■執行部からの報告・協議事項
○企画政策課
　「木質バイオマス計画の現状について」
　 設明内容 　・�現時点では事業効率が良くないため、今後、コスト削

減の検討や、化石燃料の価格高騰など、情勢変化に応
じて適時検討する。

　 主な意見 　・�平成25年の計画のまま継続するのか、改定も必要であ
り、現状も当時とは変わっている。

　 回答 　�計画策定から10年経っているので検証の上、検討し内容も
総括する。

○企画政策課・町民課
　「若桜町空家等対策計画の策定　若桜町空家等対策計画（素案）について」
　 設明内容 　・事業の主な説明を受けた。

　 主な意見 　・特定空家かどうかの基準は、どのように決めるのか。

　 回答 　�令和４年４月に空家等条例を策定。その後、空家対策協議会を立ち上げ、７月５日に第
１回目を開催し、認定基準を検討中。協議会の中から会長（町長）が判定員３名を指名し、
どの空家が特定空家等に該当するか否か判定する。

　 主な意見 　・担当、対応をなぜ２課に分けるのか。

氷ノ山グラウンド

バイオマス燃料チップ
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

９月６日　火曜日

　　第４回　　４月19日　水曜日

○教育委員会事務局

　「成人式について」

　 設明内容 　・�令和３年度は成人式出席者へPCR検査を

実施した。

　 主な意見 　・�成人式の前にPCR検査をするが、陽性者

は、式に出席出来ないのか。

　 回答 　�検査の結果で陽性者には出席を控えてもら

う。

　 主な意見 　・�成人式は、人生のくぎりであり、別室でのモニター参加などの配慮をしていただき

たい。

○地域整備課

　「簡易水道事業特別会計について」

　 設明内容 　・簡易水道事業特別会計について説明を受けた。

　 主な意見 　・宿内の検針は楽になるが、集落によっては当番で検針している。

　 回答 　�経緯については不明だが、集落の検針をされる方に手当を出している。料金の一本化で

対応したい。

○総務課

　「非常備消防費について」

　 設明内容 　・非常備消防費について説明を受けた。

　 主な意見 　・今後、集落から可搬ポンプの返還が増えると思う、維持の検討が必要ではないか。

　 回答 　配置する場所等検討をしたい。

○企画政策課

　「交通対策費（交通対策一般）など」

　 設明内容 　・交通対策費（交通対策一般）などの説明を受けた。

　 主な意見 　・タクシーチケットの案内方法や利用方法・期間は、決めているのか。

　 回答 　まだ明確に決めていない。改めて全員協議会で説明をする。

９月５日　月曜日

令和３年度　成人式
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

８月22日　月曜日　つづき

　 回答 　�各客車の活用について、「若桜駅を元気にする会」と意見交換会をしたが、「12系車両は、

錆・汚れで若桜駅のイメージダウンとなっているので、処分、修理などの方向性を決め

て欲しい。」と意見があった。役場内で議論し、まとめた上で検討委員会に諮りたいと考

えている。

○企画政策課
　「各補助金に係る要綱の一部改正について」
　 設明内容 　・各補助金に係る要綱の一部改正について説明を受けた。

　 主な意見 　・�創業資金援助を活用し、その後事業を辞められた方に対しては、返金命令を出すのか。

また、時効はあるのか。

　 回答 　時効はある。

　 主な意見 　・事業を辞められた方が、再度申請されたら受理するのか。

　 回答 　�要綱に合うものであれば認めたい。また、その方だけ除外することは規定できないが、

要綱改正後は返還請求で対応する。

○総務課
　「旧山根製材跡地利用について」
　 設明内容 　・�用地の一部を木島薬局に売却する予定。ドライブスルー薬局を考えておられるよう

だ。

　 主な意見 　・�町が買い上げた時点の目的と現在考えられている利用目的がちがうと思うが。

　 回答 　売却部分だけ過疎債の繰り上げ償還を考えている。

○経済産業課
　「買い物実態等に係るアンケート調査結果について」
　 設明内容 　・�昨年から行ったアンケート結果のまとめが出来たので、今後の買い物支援等に有効

活用していきたい。鳥取県東部商工会が商店側のアンケートも予定。

　 主な意見 　・�アンケートの結果を検討している場合では無い、本気で買い物支援を考える時期で

ある。

　 回答 　町民の買い物場所の確保を検討する。

○福祉保健課
　 設明内容 　・�敬老会は令和４年度中止、経費は９月議会定例会で補正を予定。敬老会のあり方を

検討する必要がある。郡家『やず友和苑』の介護報酬の不正受給があった。（８月

から請求が６ヶ月間出来ない）若桜町分としては、120万円の不正受給があり、４

割加算170万円請求中。関係市町村全体で2700万円返還請求している。

P14のつづき
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あの案件どうなった？あの案件どうなった？

 高原の宿「氷太くん」グラウンド整備は 高原の宿「氷太くん」グラウンド整備は？？
　国道482号線トンネル工事の残土を入れ、拡張した。なるべく早い時期に整備し、接続用
階段等を設置して令和5年度中の完成を目指している。

 新町宅地造成地は？ 新町宅地造成地は？
　新町宅地造成予定地は、令和7年度中の分譲に向けて準備中。

氷太くんグラウンド氷太くんグラウンド

新町造成地新町造成地
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　令和４年８月３日（水）三朝町「渓泉閣」で開催された、鳥取県町村議会広報研修会に広報担当の
２名の議員（川上　守、谷口　貴）が参加し、「読まれ・信頼される議会広報のための効果的な編集・
レイアウト」について講義を受けました。
　編集・レイアウトのポイント、議会広報トピックス、広報誌づくりの羅針盤となる編集方針やコン
セプトの策定について、色、写真や余白の使い方など、見やすい紙面になる工夫等を研修しました。
　今後発行する「議会だより」に反映していきたいと思います。

令和４年度　鳥取県町村議会広報研修会

　令和４年９月21日（水）、東京都内の「シェーンバッハ・サボー」で開催された町村議会広報作成
担当者の研修に３名の議員（川上　守、梶原　明、森田二郎）と上川事務局長が参加しました。
　研修会は学識経験者や実践者の講義で構成され、「伝える」から「伝わる」広報のあり方や「議会だ
より」の今後について多くの示唆をいただきました。

令和４年度　全国町村議会広報研修会

議員研修会に参加しました!!議員研修会に参加しました!!

研修の様子研修の様子

研修の様子研修の様子
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このコーナーでは、令和４年３月に高校卒業され、それぞれの旅立ちを迎
えられた皆さんからのご要望や率直な意見を紹介させていただきます。
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「思いやりのある町、若桜」

兵
ひょう

頭
どう

　陸
りく

さん（あかまつ団地）

　今年の春、環境大学に進学しました。元々僕が高校生の時目標にしていた大学は県外で、
理由としては鳥取を出て一人暮らしがしたかったというのと、県外は遊ぶところが多く
勉強以外でも充実した生活が送れるかなと思ったからです。高校の友達や若桜学園の同
級生のほとんどが県外に就職や、大学進学してしまい、寂しさもある中、迎えた大学生
活はかなり不安でしたが、友達にも恵まれ、今は楽しいキャンパスライフを送っています。
大学で県外の友達からよく、「鳥取の人って優しいよね。」と言われます。確かに思い返
してみると、道で横を通るときに笑顔で挨拶や会釈をしてくださる方が多く、若桜に引っ
越してきてからは、特にそのような優しさと気遣いを感じました。僕が思うに若桜町は、
鳥取県の中でも町民が優しい町ダントツナンバーワンだと思います。住んでいる人数は
全国的に見てもかなり少ない町ではありますが、人が少ないからこそできる繋がりや絆
が生まれるのだと思います。
　最後に、これは要望なのですが、以前話に上がっていたコンビニを建設するという案
をもう一度検討してほしいです。理由としては、若桜町から通学・通勤する人、また、
若桜町に通勤される方が、弁当等を早朝のうちに買っておきたいといったときに、買え
る店が町内にはないからです。また、ネットショッピングをした時、コンビニでお金を
支払うことがとても多く、わざわざ丹比のローソンまで車で行かなければいけないため、
不便に感じています。これはおそらく僕だけではなく、若桜町に住んでいる若者の多く
がそう感じていると思います。この意見が皆さんに届いてたら幸いです。
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